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目的

名称 防災講座　～いのちとくらしをまもる防災・減災～ 所要時間 1時限

対象学年 中学1・2・3年生

内容

近年、全国各地で大規模な自然災害が発生しているが、木曽三川下流域では伊勢湾台風以来、大
規模な災害に見舞われておらず、災害の経験から永い年月が経過している。
今回、防災講座を実施することにより、生徒が高潮浸水体験映像を通じて浸水被害を疑似体験す
るとともに、過去の風水害を学び、自分たちの暮らしている地域を知り、災害に備える大切さを感
じることで、「自ら命を守る行動」がとれるよう防災意識の向上と命を守る行動を学習する。

国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所
TEL 0594-24-5715 （流域治水課）

お問合せ

◆1時限の例◆

①高潮バーチャル体験 もしくは 映像で浸水疑似体験

「YouTube 木曽三川下流域高潮VIRTUAL体験」もしくは「浸水疑似体験映像」をモニター等に

より映像で体験する。

また、高潮VIRTUAL体験の場合は、全生徒タブレット端末の視聴が可能であれば、各自で体験

する。

②みなさんが住んでいる地域の特徴

・ 海抜ゼロメートル地帯が広がる濃尾平野

・伊勢湾台風の被害

・地域で想定される水害の規模

・自宅の浸水リスクを調べる（高潮 もしくは 洪水）

・避難について

③洪水、高潮災害に備えて一人ひとりの行動を考えよう

・ マイ・タイムラインの説明・作成

　「マイ・タイムライン作成のためのチェックシート」、

　「マイ・タイムライン」を作成する。

④まとめ
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今から、「いのちとくらしをまもる防災・減災」をテーマに、防災講座を始めます。
説明の例

画面

1

それでは、今日の講座の流れをお話しします。
大きく分けて、体験する、学ぶ、備える　の3つ内容で行います。
まず、高潮の浸水体験（もしくは浸水の疑似体験）をしていただき、みなさんが住んでい
る地域の特徴や浸水リスクを学んでいただきます。
その後、避難行動をシミュレーションすることをご紹介させていただき、一人ひとりが命
を守る行動を確認して災害に備える。
その様な流れで進めます。

カスタマイズ

画面 【高潮バーチャル体験 もしくは 浸水疑似体験のどちらかを選択】

••
•

••
•
••

••

2

••
•

••
•
••

••

2

「高潮バーチャル体験」は「浸水疑似体験」に変更が可能

説明の例
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それでは、はじめに、高潮バーチャル体験として、タブレットで各自見ていただきます。
高潮の恐ろしさをリアルな映像で疑似体験できます。では、早速タブレットでQRコードを
読み込んでみましょう。
▷マークを指で押すとスタートします。
（接続後）
この映像は、360度の視点で見ることができます。見たい位置へ、指で動かしてください。

この映像は、YouTubeでいつでも見ることができます。
是非、自宅で家族と一緒に体験していただきたいと思います。

画面

4 4

高潮バーチャル体験

●タブレット端末で視聴する場合

それでは、はじめに、高潮バーチャル体験として、映像を見ていたただきます。
高潮の恐ろしさをリアルな映像で疑似体験できます。では、始めます。

この映像は、YouTubeでいつでも見ることができます。『木曽川下流河川事務所』で検索
してください。
また、360度の視点で見ることができますので、是非、自宅で家族と一緒に体験していただ
きたいと思います。

●モニター等で視聴する場合

補足 タブレット端末で視聴する場合は、右記ＱＲコードを読み込んでください。

【高潮バーチャル体験 もしくは 浸水疑似体験のどちらかを選択】

【モニター等で視聴する場合 もしくは タブレット端末で視聴する場合のどちらかを選択】

説明の例

説明の例

スライドショーで をクリックすると
映像スタート　　　　
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4

画面

浸水疑似体験 【高潮バーチャル体験 もしくは 浸水疑似体験のどちらかを選択】

それでは、はじめに、浸水疑似体験として、映像を見ていたただきます。
浸水の恐ろしさをリアルな映像で疑似体験できます。では、始めます。

この映像は、YouTubeでいつでも見ることができますので、『中部地域づくり協会』で検
索してください。是非、自宅で家族と一緒に体験していただきたいと思います。

●モニター等で視聴する場合

説明の例

スライドショーで をクリックすると映像スタート　　　　
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次に、みなさんが住んでいる地域の特徴についてお話しします。
みなさんが住んでいる濃尾平野について、上の図が土地を横からみた断面図、左下の図が
河口部の航空写真、右下の図が標高を色で表したものです。
上の横断図のとおり、洪水時には地盤よりかなり高いところまで水位があがります。こう
いった川を天井川といい、風水害に対して弱い地域であることの特徴です。
また、濃尾平野は海抜ゼロメートル地帯と呼ばれていますが、ご覧のとおりほとんどが海
面より低い0ｍ以下を示す青色の土地が広がっていることがわかります。
〇〇中学校の周りの地域も低い土地が広がっています。
濃尾平野全体は南西方向傾斜しており、地盤も同方向に傾きながら今も沈んでいます。
反対に、養老山地で盛り上がっています。

画面

みなさんが住んでいる地域の特徴

説明の例

6
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実際に、想定外の大雨や高潮によって堤防が決壊し、大きな被害をもたらしたのが、1959
年の伊勢湾台風です。
主に愛知県・三重県の沿岸での被害がおおきく、200箇所以上で堤防が決壊しました。

画面

説明の例

7

5,098
3,260
1,258

1959 34

153,890
363,611

200

当時の浸水の深さは立田村で1ｍ未満でした。
一方で、桑名市長島町では3ｍ以上の深さになりました。

画面

説明の例

8

1m

カスタマイズ 赤字の部分を地域の名称・浸水深にあわせて変更
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浸水していた期間は、当時の立田村で1日～30日間でした。他の地域では、長いところで4
か月以上のところもありました。
長期間にわたって浸水したのは、平野部が海面よりも標高が低いため、たまった水がなか
なか川や海に戻っていかなかったからです。

画面

説明の例

9

1 30

伊勢湾台風以降、伊勢湾台風クラスの台風が満潮時に再来した場合でも、高潮災害が発生
しないことを目標に整備されています。
河口付近の堤防は高さの確保だけでなく消波工や波返工を設置しています。
その他の地域でも、堤防の嵩上げや堤防の断面を広げるなど、堤防の強化が進められています。

画面

説明の例

10

カスタマイズ 赤字の部分を地域の名称・浸水期間にあわせて変更
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画面

11

伊勢湾台風は64年前の出来事ですが、豪雨災害は全国各地で毎年のように発生しています。
このように、伊勢湾台風以降、堤防の強化などによって大きな災害のない木曽三川下流部
でも、同様の災害が発生する可能性があります。
災害が発生した際に住んでいる地域がどうなるのかを知り、日頃から備えておく必要があ
ります。

説明の例
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高潮・洪水について

次に、高潮と洪水について説明します。
高潮とは、台風接近に伴う気圧の低下による海面の吸い上げと、強風による吹き寄せに
よって高い波が発生する現象です。
みなさんが住んでいる地域の高潮の危険性は、高潮浸水想定区域図というもので確認でき
ます。
この区域図は、過去に日本を襲った最大の台風である室戸台風が、この地域に被害をもた
らすことを想定して作成されています。

画面

説明の例

13
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この図が、高潮によって堤防が決壊した時の最大浸水深、つまりは水の深さです。
広範囲にわたって浸水が発生するだけでなく、場所によっては、5m以上の浸水が想定され
ます。
5ｍというのは、屋根を残して２階まで水没するほどの深さです。

説明の例

画面

14

•
• 5m

14

•
• 5m

【各市町のスライドを選択（海津市を除く）】

14

•
• 5m

14

•
• 5m
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こちらは、浸水継続時間です。川ではないところに水がたまっている期間を示した図
です。
場所によっては、1週間以上、浸水が継続することが想定されます。

説明の例

画面

15

1
3
1
2•

• 11
3
1
2

15

•
• 1

【各市町のスライドを選択（海津市を除く）】

15

1
3
1
2•

• 1

15

1
3
1
2•

• 1

防災講座　いのちとくらしをまもる防災・減災

11



それでは、〇〇中学校の高潮（もしくは洪水）で想定される浸水深を見てみましょう。
２階まで浸水してしまいます。

画面

説明の例

16

カスタマイズ 中学校の写真と高潮（もしくは洪水）浸水想定区域図の浸水深の高さに
水位を変更
なお、浸水深の目安は、下記のとおりです。
　　　３ｍ：１階の天井まで浸水
　　　５ｍ：２階の天井まで浸水
　　 10ｍ：ビル３階相当の高さまで浸水
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次に、洪水が起こるまでの仕組みです。
流域に降った雨が小さな川→大きな川→下流の順に流れ、大量の水が木曽三川に集まって
きますので、
住んでいる地域で雨が降っていなくても上流域で大雨となれば、下流域で決壊する可能性
があります。
先ほどの高潮と同様に、みなさんが住んでいる地域の洪水による危険性を洪水浸水想定区
域図で確認できます。

画面

説明の例

17
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洪水による最大浸水深と浸水継続時間を示した図がこちらです。
広範囲で浸水する点や、深いところでは5ｍ以上浸水、2週間以上浸水するところもあり、
高潮と同様に大きな被害が想定されています。
ちなみに、これらの区域図は〇〇市（もしくは木曽岬町）のハザードマップにのっていま
すが、ハザードマップを見たことがある人は手をあげてください。

説明の例

画面

18
12
24 1
72 3
168 1
336 2
672 4

0.0 0.5m
0.5 3.0m
3.0 5.0m
5.0 10.0m
10.0 20.0m
20.0m

18

12
24 1
72 3
168 1
336 2
672 4

0.0 0.5m
0.5 3.0m
3.0 5.0m
5.0 10.0m
10.0 20.0m
20.0m

【各市町のスライドを選択】

18
12
24 1
72 3
168 1
336 2
672 4

0.0 0.5m
0.5 3.0m
3.0 5.0m
5.0 10.0m
10.0 20.0m
20.0m20.0m 672 4

18

12
24 1
72 3
168 1
336 2
672 4

0.0 0.5m
0.5 3.0m
3.0 5.0m
5.0 10.0m
10.0 20.0m
20.0mm 2

18

12
24 1
72 3
168 1
336 2
672 4

0.0 0.5m
0.5 3.0m
3.0 5.0m
5.0 10.0m
10.0 20.0m
20.0m
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それでは、ハザードマップなどで自宅の浸水リスクを調べてみましょう。
今日は、高潮（もしくは洪水）で想定される浸水深を高潮（もしくは洪水）ハザードマッ
プ、浸水継続時間を高潮（もしくは洪水）浸水想定区域図で調べていただきます。
まず、自宅の場所を調べてください。
次に、〇〇市（もしくは木曽岬町）ハザードマップの指定避難所、もしくは、指定緊急
避難場所の中から自宅に近い場所を探してください。また、ご家族で親戚や知り合いの
家、宿泊施設などの避難場所を決めている場合はその場所を調べてください。
よろしいでしょうか。調べていただいた結果は後ほど使います。では、次に進みます。

説明の例

画面

1919

【各市町のスライドを選択】

19

19

19

防災講座　いのちとくらしをまもる防災・減災

15



生徒はタブレット端末を使って、各市町の高潮（洪水）ハザードマップで
浸水深を調べます。
浸水継続時間については、下記QRコードから調べることができます。

国土交通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所・木曽川下流河川事務所
木曽川水系木曽川・長良川・揖斐川・伊自良川・根尾川・牧田川・杭瀬川・
多度川・肱江川洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）
https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/shinsuisoutei/pdf/03/shiryo_10.pdf

愛知県　高潮浸水想定区域図（室戸台風規模　堤防等決壊あり）
　　　　浸水想定区域・浸水深
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/takashiosinsuisotei1-1.html

三重県　伊勢湾沿岸[三重県区間]高潮浸水想定区域図（浸水区域及び浸水深）
https://www.pref.mie.lg.jp/D1KENDO/000240367.htm

P15補足
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洪水・高潮災害から命を守るために自分たちができることは何か。それは、災害が起
こる前に浸水の危険がない、より安全な場所へ避難することです。
まずは、浸水の危険が無い安全な場所へ、早い段階で避難すること。それができない
場合は、その時にできる、身を守るための最善の行動、具体的には自宅の上階や高い建
物・高台などへの避難です。

画面

説明の例

20
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避難する際に第１として「浸水の危険がない安全な場所」としたのは、命が助かっても浸
水した場所ではその後のリスクが非常に高いからです。
では、広範囲の浸水や浸水時間が長期間にわたると、具体的に何が起こるかを考えてみ
ます。
まずは、避難先が本当に安全かどうかということです。画面にありますように、最寄りの
避難所が浸水している可能性があります。
次に高い建物や自宅の２階以上に避難した場合ですが、浸水時間が長いとライフラインの
復旧に時間を要します。浸水していれば買い物にも行けません。
３つ目の救助を待つにしても、すぐに救助される保証はありません。結果として、真ん
中の状況と同じになってしまいます。浸水した場所に居続けることは極めて困難なのが現
状です。

画面

説明の例

21

防災講座　いのちとくらしをまもる防災・減災

18



このように、水害は発生の恐れがある段階からさまざまな手段で情報が事前に発表されます。
台風の発生や進路予測、雨量予測、気象警報などが典型的な例です。
情報の意味や自宅周辺の危険箇所、避難ルート、持ち出す物などをご家族と確認しておき
ましょう。

画面

説明の例

22

災害時に発表される情報として、災害発生の危険度と住民の方々の取るべき行動が5段階の
「警戒レベル」を用いて伝えられます。
警戒レベル４　避難指示までに避難を完了していることを目指しましょう。

画面

説明の例

23
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また、この地域はいったん浸水すると、土地の高さが低いこともあり、伊勢湾台風のとき
のように長期間にわたって浸水が継続する場合があります。よって、早い段階で浸水のおそ
れがない地域へ避難することが必要です。
それは、市町村が準備する近場の指定避難所などに限らず、市や県をまたぐ可能性も十分
に考えられます。親戚や知り合いの家、宿泊施設など各自で事前に避難先を決めておきま
しょう。

画面

説明の例

24

防災講座　いのちとくらしをまもる防災・減災

20



洪水・高潮災害に備えて一人ひとりの行動を考えよう

次に、洪水・高潮災害に備えて一人ひとりの行動を考えていきます。
これまで、地域の浸水リスクや避難することをお話ししてきましたが、災害発生時にさま
ざまな情報を収集・整理して理解し、集約して正しい結論を出すのは非常に困難ですので、
あらかじめ一人ひとりの避難行動を決めておくことが大切です。
現在、国土交通省では、マイ・タイムラインという取り組みが進められています。これ
は、台風が接近する5日前から自分自身がとる防災行動計画を決めておくものです。
水害は、地震と違って予測ができますので、どのタイミングで何をするのか、事前に決め
ておくことが大切です。
これから、みなさんにお配りしたマイ・タイムラインのパンフレット1ページからやってい
ただきます。

画面

説明の例

26
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それでは、マイ・タイムラインのパンフレット1ページの「マイ・タイムライン作成の
ためのチェックシート」をやってみましょう。
まず、①「高潮浸水想定区域図でチェック（もしくは、洪水浸水想定区域図でチェッ
ク）」に、先ほど調べた自宅の浸水深と浸水継続時間を記入してください。
次に、②「家庭の状況チェック」をやってみましょう。
2ページに記入例がありますので、参考にしてください。
下から２つ目の「近隣の指定避難所・避難場所」は、先ほど調べましたが、ハザード
マップから自宅に近い場所を記入してください。
親戚や知り合いの家、宿泊施設などの避難先を決めている方は、一番下の受け入れ先
に記入してください。

画面

説明の例
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防災講座　いのちとくらしをまもる防災・減災
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できた人は、４ページの③「マイ・タイムライン」に挑戦してみましょう。
３ページの記入例を参考にしてください。
時間になりましたので、ここまでにします。
残りは、自宅に帰ってから、家族と一緒にマイ・タイムラインを完成させてもらえるとい
いかと思います。

画面

説明の例
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補足 「マイ・タイムライン」の様式は、ダウンロードできます。

国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
水災害に備えたマイ・タイムライン
https://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/mytimeline/index.html

防災講座　いのちとくらしをまもる防災・減災
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補足 浸水リスクや指定緊急避難場所を調べるには、自治体のハザードマップ以外にも、
タブレット端末を使用して、国土交通省ＷＥＢサイト「重ねるハザードマップ」で
確認することができます。
※高潮浸水想定区域図（浸水継続時間）は確認できません。また、指定緊急避難場
　所についても、掲載されていない場合もありますのでご注意ください。

国土交通省
ハザードマップポータルサイト
https://disaportal.gsi.go.jp/

■洪水

■高潮

防災講座　いのちとくらしをまもる防災・減災
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まとめ

最後まとめさせていただきます。
今回この講座で伝えたいことは、「自分の命は自分で守る」そして「大切な人の命も守
る」ということです。
住んでいる地域の浸水リスクを知って、情報を集めて、早めに避難することが大切で
す。そして、みなさんは情報の収集・整理をして、状況を理解し、適切な判断ができる
方々です。
ご自身の行動が周りの人たちを変える可能性も持っています。地域のために何ができるか
考えてみましょう。
これで、講座を終わります。

画面

説明の例
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タブレット端末視聴用配布資料

国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所

26





マイ・タイムライン パンフレット

マイ・タイムラインマイ・タイムライン

をつくろう!をつくろう!

水災害に備えて水災害に備えて

自宅・家庭の状況を確認しよう!STEP1

※木曽三川下流部の特性を踏まえて、「毎年のように襲来する台風に備えたパターン」と「超巨大台風に備えたパ
ターン」の２種類を用意しています。

マイ・タイムラインをつくろう!STEP2

みなさんがお住まいの地域は、伊勢湾台風によって大きな被害を受けました。近年、全
国各地で洪水災害が発生しているように、木曽三川下流部でも、同じような災害が起きる
可能性があります。マイ・タイムラインは、住民一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）
であり、台風等の接近による大雨によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標
準的な防災行動を時系列的に整理したものです。あなた自身や身近な人の命を守るため、
どのタイミングで、どんな行動をとるべきかをあらかじめ整理しておきましょう！ 

マイ・タイムラインとは?

自分や身近な人の
命を守る

防災行動計画

○自宅が浸水するか、また、浸水する場合の深さはどのくらいか、
浸水期間はどのくらいかを確認

○家族の状況や避難先など、避難に関わることを確認・整理

○市町村・気象庁からどの情報が発表されたら、どんな行動をとる
のか考える

○家族の状況や避難にかかる時間を踏まえて、いつ避難を開始す
べきか考える
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（氾濫危険水位に到達
または3時間以内に、
 氾濫する可能性の
 ある水位に到達する
 見通しとなった場合）
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超巨大台風の上陸が
予想される場合は、特に早期
の避難が必要となります。
この場合の行動はシート②で

整理しましょう！
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自宅・家庭の状況を確認しよう!

左ページの「マイ・タイムライン作成のためのチェックシート」に
自宅・家庭の状況を書き込んでおきましょう。
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し あず

ちち

そ ふ

しょうがっこう

いえ し

そ ぼ けつあつ くすりとうにょうびょう くすり

しゅうかん

2



マイ・タイムラインをつくろう!

右ページの台風に備えて「マイ・タイムライン」に自分や身近な
人の命を守る防災行動計画を書き込んでおきましょう。

STEP2
みぎ たいふう そな じぶん み ぢか

ひと まも ぼうさい こうどう けいかく か こいのち

（氾濫危険水位に到達
または3時間以内に、
 氾濫する可能性の
 ある水位に到達する
 見通しとなった場合）

たいふう そ

じぶん みぢか ひと いのち まも ぼうさい

きにゅうらん

さくせいねんがっぴ ひなん

ねん

あめ かぜ かわ

たいふうはっせい

か まえ

あめ

はっぴょう めやす はっぴょう かぎ

ひなん

かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう

おおあめ

ひなん

そうき

おおあめ

おおあめ

てだす ひつよう

ひなん

ておく まえ

かぞく

いっしょ はや ひ

なん

こうずいけいほう

ちょうきょだいたいふう じょう

りく よそう

ばあい

はっぴょう

じしゅてき こういき

ひなんじょうほう

こうれいしゃとうひなんかいし

ひなん

きんきゅうあんぜんかくほ おおあめとくべつけいほう
けいかい

かなら ひなん かんりょう

まえ

し じ

こうずいちゅういほう きょうふうちゅういほう

ぼうふうけいほう たかしおけいほう はんらんきけんじょうほう

はんらんはっせいじょうほう

はんらんきけんすいい とうたつ

じかんいない

はんらん かのうせい

すいい とうたつ

みとお ばあい

たかしおちゅういほう はんらんちゅういじょうほう

はんらんけいかいじょうほう

はんらんちゅういすいい とうたつ

ひなんはんだんすいい とうたつ

ちゅういじょうほう

そ じゅんび

じょうほうしゅうしゅう

かぜ たかしお

かぜ

かわ すいい じょう

しょう

あめ

かわ

あめ

くるま と

ぼうふう

かぜ はげ

そと で きけん

じょうきょう
いま ひなん

きけん

みず いま

ひじょう つよ

かせんじき すいぼつ

すいい じょうしょう

つよ

か まえ

けいかいけいかい

けいかい

けいかい

けいかい

けいかい

ただ

あんぜんかくほ

ぜんいんひなん

こうれいしゃとうこうれいしゃとう

ひなん

ひなんじゅんび

じょうほうしゅうしゅうじょうほうしゅうしゅう

じょうきょう
はっぴょう じょうほう わたし かぞく こうどう

がつ にち ひなんしゅだん いどうじかん ふん

ひ
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ん
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な
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ん
び
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ん
び
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たいふう ちか

こ

こうどう けいかく

たいふうさいせっきん

さいがいはっせい

超巨大台風の上陸が
予想される場合は、特に早期
の避難が必要となります。
この場合の行動はシート②で

整理しましょう！

ちょうきょだいたいふうちょうきょだいたいふう じょうりく

よそう ばあい とく そうき

ひなん ひつよう

ばあい こうどう

せいり

とほ

ひなんじょ

ひじょうもちだしぶくろ

じびょうやく

た

あず

くるま

ひなんちょくぜん

でんか

うご

ひなん

そ  ぼ いっしょ ひなん

ふん

とほ

ひなんかんりょう

しょうがっこうとうちゃく

ひじょうもちだしぶくろ も かい

あ

いえ

かぞく れんらく

と のこ

かいし

ふくそう き  が

せいひん かい あ

こうどう

けいたいでんわ じゅうでん

たかだい いどう

か だ

うけと い

かくにん

ひなん けいろ かくにん

しょうがっこう
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切
り
取
り
線

（氾濫危険水位に到達
または3時間以内に、
 氾濫する可能性の
 ある水位に到達する
 見通しとなった場合）

たいふう そ

じぶん みぢか ひと いのち まも ぼうさい

きにゅうらん

さくせいねんがっぴ ひなん

ねん

あめ かぜ かわ

たいふうはっせい

か まえ

あめ

はっぴょう めやす はっぴょう かぎ

ひなん

かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう

おおあめ

ひなん

そうき

おおあめ

おおあめ

てだす ひつよう

ひなん

ておく まえ

かぞく

いっしょ はや ひ

なん

こうずいけいほう

ちょうきょだいたいふう じょう

りく よそう

ばあい

はっぴょう

じしゅてき こういき

ひなんじょうほう

こうれいしゃとうひなんかいし

ひなん

きんきゅうあんぜんかくほ おおあめとくべつけいほう
けいかい

かなら ひなん かんりょう

まえ

し じ

こうずいちゅういほう きょうふうちゅういほう

ぼうふうけいほう ぼうふうけいほう はんらんきけんじょうほう

はんらんはっせいじょうほう

はんらんきけんすいい とうたつ

じかんいない

はんらん かのうせい

すいい とうたつ

みとお ばあい

たかしおちゅういほう はんらんちゅういじょうほう

はんらんけいかいじょうほう

はんらんちゅういすいい とうたつ

ひなんはんだんすいい とうたつ

ちゅういじょうほう

そ じゅんび

じょうほうしゅうしゅう

かぜ たかしお

かぜ

かわ すいい じょう

しょう

あめ

かわ

あめ

くるま と

ぼうふう

かぜ はげ

そと で きけん

じょうきょう
いま ひなん

きけん

みず いま

ひじょう つよ

かせんじき すいぼつ

すいい じょうしょう

つよ

か まえ

けいかいけいかい

けいかい

けいかい

けいかい

けいかい

ただ

あんぜんかくほ

ぜんいんひなん

こうれいしゃとうこうれいしゃとう

ひなん

ひなんじゅんび

じょうほうしゅうしゅうじょうほうしゅうしゅう

じょうきょう
はっぴょう じょうほう わたし かぞく こうどう

がつ にち ひなんしゅだん いどうじかん ふん

ひ
な
ん

ひ
な
ん

じ
ゅ
ん
び
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ん
び
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の

と
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の
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な
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う
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き
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き
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き
じ  

き

ばしょ

かんが か

たいふう ちか

こ

こうどう けいかく

たいふうさいせっきん

さいがいはっせい

超巨大台風の上陸が
予想される場合は、特に早期
の避難が必要となります。
この場合の行動はシート②で

整理しましょう！

ちょうきょだいたいふうちょうきょだいたいふう じょうりく

よそう ばあい とく そうき

ひなん ひつよう

ばあい こうどう

せいり

き

と

せ
ん
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切
り
取
り
線

いせわん たいふう ちょうきょだいたいふう そな

じぶん みぢか ひと いのち まも ぼうさいこうどうけいかく

きにゅうらん かんが か

たいふうちょうきょだい ちか

こ

さくせいねんがっぴ
ひなんひなん

ひなん

す しちょうそん ほかこういき

しゅだん いどう じかんねん がつ にち ふん

ばしょばしょ

わたし かぞく こうどう
はっぴょう めやす はっぴょう かぎ

ひなん

かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう

おおあめ かぜ たかしお

はっぴょう じょうほう
あめ かぜ

たいふうはっせい

か まえ か まえ

か  まえ

おおむおおむ はんにちまえはんにちまえ

じょうきょう

こうずいちゅういほう

そうきちゅういじょうほう

おおあめ

ちょうきょだい

か まえ

よ じょうほう はっぴょう

みぢか

ちょうじかん いどう ひつよう じょうほう はっぴょう

すみ ひなん かいし

ひなん ばしょ ひなん ばあい くら ちょうきょり

す しちょうそん そと こういきひなん

たいふう きけん よそう ばあい じょうりく

おおあめ こうずいけいほう

おおあめとくべつけいほう

あめかぜ

じたく

しょ す ちいき

ばあい しゅうへん

いったい

へいせいへいせい ねんねんかんとうかんとう とうほくごううとうほくごうう

しゃしん しゅってんこくどこうつうしょうかんとうちほうせいびきょく

しんすいじょうきょうしんすいじょうきょう

しんすい こりつ

こうはんい しんすい

みず ひ きゅうじょ く

なんにち

こりつ かのうせい

しんすい ばしょ

こういきひなん じゅうよう

ばあい しゅうかんいじょう

みぢか ひなん ば

み うご と まえ

おおむ めやす じょうりく はんにち

まえ ひなん かんりょう

こうどう かいし

じしゅてきこういきひなんじょうほう こういきひなん よ

きょうふうちゅういほう

ぼうふうけいほう たかしおけいほう

たかしおちゅういほう

ひなんひなん そそ じゅんびじゅんび

じょうほうしゅうしゅう

あめかぜ

あめ

くるま と

ぼうふう

かぜ はげ

そと で きけん

じょうきょう

いま ひなん

きけん

み うご

じゅうたい

はや あんぜん

ひなん

しんぱい

じしゅてき こういき ひなん

こういき ひなん よ

じょうほう

たいふうさいせっきん

さいがいはっせい

ひ
な
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ひ
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び
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みぢか

じぶんひだり ちょうきょだい たいふう そな

マイ・タイムラインをつくろう!

左ページの超巨大台風に備えて「マイ・タイムライン」に自分や
身近な人の命を守る防災行動計画を書き込んでおきましょう。

STEP2

ひと いのち まも ぼうさい こうどう けいかく か こ

いせわん たいふう ちょうきょだいたいふう そな

じぶん みぢか ひと いのち まも ぼうさいこうどうけいかく

きにゅうらん かんが か

たいふうちょうきょだい ちか

こ

さくせいねんがっぴ
ひなんひなん

ひなん

す しちょうそん ほかこういき

しゅだん いどう じかん ふんねん がつ にち

ばしょばしょ

わたし かぞく こうどう
はっぴょう めやす はっぴょう かぎ

ひなん

かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう かん じょうほう

おおあめ かぜ たかしお

はっぴょう じょうほう
あめ かぜ

たいふうはっせい

か まえ か まえ

か  まえ

おおむおおむ はんにちまえはんにちまえ

じょうきょう

こうずいちゅういほう

そうきちゅういじょうほう

おおあめ

ちょうきょだい

か まえ

よ じょうほう はっぴょう

みぢか

ちょうじかん いどう ひつよう じょうほう はっぴょう

すみ ひなん かいし

ひなん ばしょ ひなん ばあい くら ちょうきょり

す しちょうそん そと こういきひなん

たいふう きけん よそう ばあい じょうりく

おおあめ こうずいけいほう

おおあめとくべつけいほう

あめかぜ

じたく

しょ す ちいき

ばあい しゅうへん

いったい

へいせいへいせい ねんねんかんとうかんとう とうほくごううとうほくごうう

しゃしん しゅってんこくどこうつうしょうかんとうちほうせいびきょく

しんすいじょうきょうしんすいじょうきょう

しんすい こりつ

こうはんい しんすい

みず ひ きゅうじょ く

なんにち

こりつ かのうせい

しんすい ばしょ

こういきひなん じゅうよう

ばあい しゅうかんいじょう

みぢか ひなん ば

み うご と まえ

おおむ めやす じょうりく はんにち

まえ ひなん かんりょう

こうどう かいし

じしゅてきこういきひなんじょうほう こういきひなん よ

きょうふうちゅういほう

ぼうふうけいほう たかしおけいほう

たかしおちゅういほう

ひなんひなん そそ じゅんびじゅんび

じょうほうしゅうしゅう

あめかぜ

あめ

くるま と

ぼうふう

かぜ はげ

そと で きけん

じょうきょう

いま ひなん

きけん

み うご

じゅうたい

はや あんぜん

ひなん

しんぱい

じしゅてき こういき ひなん

こういき ひなん よ

じょうほう

たいふうさいせっきん

さいがいはっせい

ひ
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ん

ひ
な
ん

じ
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び
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の
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いえ し

ひなんじょ

ひじょうもちだしぶくろ かくにん

ひなんけいろ かくにん

じびょうやく

た

あず

くるま

けいたいでんわ じゅうでん

たかだい いどう

か だ

うけと い

ひなんちょくぜん

でんか

うご ふくそう き  が

せいひん かい あ

こうどう

ひなん

ふん

くるま

ひなんかんりょう

いえ とうちゃく

かいし

ひじょうもちだしぶくろ も かい

あ

いえ

ぞく れんらく
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TEL 0594-24-5715
FAX 0594-21-0893

お問合せ

※1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※3 警戒レベル3は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

避難情報を理解して、早めの避難を!!避難情報の見方

洪水ハザードマップ・高潮ハザードマップの見方

避難指示で必ず避難4
警戒レベル

あなたの住んでいる
場所の浸水深の色を
チェックしよう。

あなたの住んでいる
場所の浸水深の色を
チェックしよう。

10.0m

5.0m

3.0m

1.0m
0.5m
0.3m

10.0m

5.0m

3.0m

1.0m
0.5m
0.3m

0.3m 未満の区域
0.3～  0.5mの区域
0.5～  1.0mの区域
1.0～  3.0mの区域
3.0～  5.0mの区域
5.0～10.0mの区域
10.0m以上の区域

浸水深区分

桑名市防災ハザードマップ 令和3（2021）年9月発行より

新しい避難情報に関するポスター・チラシ（内閣府（防災担当）・消防庁）

桑名市防災ハザードマップ 令和3（2021）年9月発行より
くわな し ぼうさい ねん がつはっこうれいわ くわな し ぼうさい ねん がつはっこうれいわ

ハザードマップは、被害が想定されるエリアや避難する場所などを表示した地図です。
あなたが住んでいるエリアのハザードマップを見てみましょう。

木曽川ハザードマップ 高潮ハザードマップ

ひがい

す み

すき そ がわ たかしお

ばしょ しんすいしん

すい しん

いじょう くいき

くいき

くいき

くいき

くいき

くいき

くいきみまん

いじょう くいき

くいき

くいき

くいき

くいき

くいき

くいきみまん

しん ぶんく

0.3m 未満の区域
0.3～  0.5mの区域
0.5～  1.0mの区域
1.0～  3.0mの区域
3.0～  5.0mの区域
5.0～10.0mの区域
10.0m以上の区域

浸水深区分
すい しんしん ぶんく

いろ

す

ばしょ しんすいしん いろ

そうてい ひなん ばしょ ひょうじ ち  ず

木曽川下流河川事務所
国土交通省 中部地方整備局
こくどこうつうしょう

き そ がわ か りゅう か せん じ む しょ

ちゅうぶちほうせいびきょく

といあわ

こ う ず い

ひ な ん み か た

ひ

けいかい

さいがいはっせいさいがいはっせい

さいがい

さいがい

きしょうじょうきょうあっかきしょうじょうきょうあっか

こんごきしょうじょうきょうこんごきしょうじょうきょう

あっか

たか

またまた せっぱくせっぱく

ひなん

さい

ひ なん し じ

ひ なん し じ

こう

おおあめ

そうきちゅういじょうほう

こうずい たかしおちゅういほう

きしょうちょう

きしょうちょう

おおあめ

そうき

けいかい

あんぜん ひなん

いのち

けいかい

はつれい

ひなんかんこく はいし

きけん
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